
  

2020年1月創刊

がんは深刻な疾患であり、世界の 6 人に 1 人ががん

で死亡しています。Nature Cancer は、がんコミュ

ニティーが、生命科学、物理科学、応用科学、社会

科学にわたって、がんに関連した特に重要な最新の

進展を知るために、独自の議論の場を提供します。

カバーするトピック

•	 がんの生物学：分子経路や細胞過程（腫瘍開始細胞 / がん幹細胞を含む）の調節が失われることによる

発がん機構や腫瘍抑制機構に関する全般的なもの。    

•	 がんの遺伝学やゲノミクス：機能ゲノミクス解析や、ゲノム完全性やゲノム不安定性、突然変異の根底

にある機構をはじめとした、がんの遺伝学やゲノミクスなど。

•	 腫瘍の進化と不均一性。

•	 腫瘍と宿主間の相互作用：腫瘍微小環境（分子的、細胞生物学的、物理学的）や全身性の影響など。

•	 腫瘍の免疫学と免疫療法。

•	 転移：がん細胞の播種や、二次的部位における定着や休眠、増殖の機構など。

•	 治療法：新たな設計や送達、標的化療法、併用療法、プレシジョン・メディシン（精密医療）、治療抵

抗性の研究など。

•	 臨床研究：がんの診断や治療、予防に役立つもの。

•	 がんモデルや方法論：がんの研究、診断、治療を目的としたもの。

•	 システム生物学：がんの特徴づけや研究を行うための大規模な、あるいは単一細胞オミクスやマルチオ

ミクス手法など。

•	 社会的、倫理的、政策的な話題：がんの研究や予防、診断、治療に関わるもの。
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Nature Cancer について

刊行目的

Nature Cancer は、基礎研究からトランスレーショナル研究、臨床研究まで幅広い範囲を対象とし、生命

科学、物理科学、応用科学、社会科学におけるがん研究の全領域にわたって、特に重要な進展を掲載する

ことを目指します。

本誌の幅広い対象範囲は、がんに関する生物学、遺伝学、ゲノミクス、診断法や治療法の開発や送達のた

めの新たな手段、がんの世界的な社会的影響を理解する新たな方法など、新たな知見を提示するあらゆる

がん研究をカバーしているため、掲載された成果は、可能な限り幅広い読者の元へと確かに送り届けられ

ます。

がんは深刻な疾患であり、世界の 6 人に 1 人ががんで死亡しています。これらの死因の大部分は防ぐこと

ができますが、予防や治療の結果を改善するには、正確な診断や、効果的で最適な治療法の開発、がんの

発生や罹患率、死亡率に影響を及ぼす社会経済的要因についてより良く理解することが必要となります。

Nature Cancer は、がんコミュニティーが、生命科学、物理科学、応用科学、社会科学にわたって、がん

に関連した特に重要な最新の進展を知るために、独自の議論の場を提供します。

関心領域

1. 腫瘍のイニシエーションや伝播、プログレッションの根底にある機構について、我々の理解を深める基

礎的な前臨床研究

2. 診断法や治療法を開発し送達するための新たな手法に焦点を合わせ、基礎研究で得られた知見を臨床に

活かすことを目指すトランスレーショナル研究

3. がんの診断、治療、予防に役立つ臨床研究

4. がんがもつ世界規模での社会的影響を理解するための新たな方法

Nature Cancer では、オリジナル研究に加えて、がん研究に関連する幅広い領域について、重要性の高い

Comments、Reviews、News & Views、Features、Correspondence も掲載します。



編集部

他の Nature 関連誌と同様に、Nature Cancer は、専門のエディターからなる専任チームによる公正かつ

厳格な査読プロセス、高水準の原稿整理と制作、迅速な出版、編集の独立性を特徴としています。

編集長紹介：Alexia-Ileana Zaromytidou

Alexia は、英国ロンドンがん研究所の Richard Treisman（現フランシス・クリック研

究所）の研究室で PhD を取得しました。その後、スローン・ケタリング記念がんセン

ター（米国ニューヨーク）の Joan Massagué の研究室で博士研究員として研究を行い

ました。

Alexia は 2010 年に Nature Cell Biology の編集チームに参加し、当誌ではがん生物学を主分野として担

当するとともに、中核となる細胞生物学から生物物理学まで、他の幅広い分野にも関わりました。2015

年に Nature Cell Biology  のチーフ・エディターに昇格し、2019 年に Nature Cancer の創刊チーフ・エ

ディターに就任しました。

編集長インタビュー

「がんは、グローバルで多面的な健康問題です。その一つとして、がんには多くの種類があり、進化や不均

一性 の特徴によって異なるため、より効果的な新しい治療法を見つけ、診療に生かすためには、がんの分

子的／生物学的基盤を理解する必要があります。その一方で、がんは格差の病といわれるように、特定の

集団の負担が他の集団よりも極端に大きく、こうした違いの根底にある遺伝・文化・社会経済・地域など

の要因を理解することも不可欠です」

Alexia-Ileana Zaromytidou, Nature Cancer 編集長

インタビュー抜粋訳はこちらでお読みいただけます。

natureasia.com/ja-jp/natcancer/about/meet-the-editor
インタビュー全文（英語）

nature.com/natcancer/about/meet-the-editor



 

Nature Cancer 購読リクエストをお寄せください。

大学、企業、研究所など、法人のお客様は、

掲載のコンテンツを機関ライセンスでご購読いただけます。

トライアルや購読を希望する場合はフォームよりお申し越しください。

bit.ly/Nrecommen

お見積もりをご希望の場合は

直接シュプリンガー・ネイチャーへご依頼ください。

お問合せ先

シュプリンガー・ネイチャー　

インスティテューショナル・マーケティング

T　03-4533-8091

E　jpmarket@springernature.com


